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ドロップ・サイト・デイリー、８月１７日：米イラン間の覚書、合意に至らず期限切れ
に；イスラエルの空爆でレバノンで 11 人が死亡；民主党全国委員会、ICE の廃止を可決 

脇浜義明訳 ＊脚注は訳注 

 

イラン 

 ＊米・イランのイスラマバード覚書に基づく６０日間の交渉期間、最終合意もなく期限終了：米・イラン間のイスラマ

バード覚書（MOU)による６０日間の交渉期間が１７日に期限終了となったが、最終合意も期間延長の発表もなかった。   

・イラン外務省のエスマエイル・バガエイ報道官は１７日、イスラマバード覚書に６０日間という期限設定なかった

と述べ、イランは圧力や最後通牒脅迫で政策を策定しないと付言したと、国営通信 IRNA が報じた。   

・バガエイ報道官は、覚書は制裁緩和と核問題に関する６０日間の協議を定めたもので、合意に至らない場合は期間

延長できる性質のものと言った。 

・しかし彼は、合意署名の数週間後に米国が覚書に違反する行為を行ったために、協議そのものが開始されなかった

と説明し、「我々は交渉をまったく開始しておらず、米国は最初から合意違反をした。そのため、６０日間という期

限問題は全く無意味なものとなった」と言った。   

・イラン政府高官がロイター通信に語ったところによると、イランは米国に覚書の完全履行のための「数週間」の猶

予を与えており、米国の海上封鎖解除を「無期限に待つことをしない」と言ったという。また、外交努力が実らなか

った場合、イランはホルムズ海峡及びその周辺地域の緊張を高める準備があると警告した。 

 ＊トランプ、イランに「降伏の白旗を挙げろ」と言い、オマーンへの爆撃も示唆した：トランプ大統領はイランに「降伏

の白旗をあげろ」と要求し、さらに、ホルムズ海峡再開に向けた米国の取り組みを妨害する場合、イランとホルムズ海峡管

理を協議しているオマーンを爆撃すると脅迫した。彼は１７日、フォックス・ニュースに対し、「もしオマーンが邪魔にな

れば、徹底的に爆撃してやる」と語った。   

・中東爆撃で米国の兵器備蓄の問題を質問されたとき、トランプは「これまで使用した兵器や爆薬はほんの僅かだ」

と言い張った。   

・彼は、戦争を終結せよという圧力を受けていないと述べた。「私には戦争のスケジュールはない…私は急いでいな

い」と言い、「中間選挙で私が考え方を変えたりしない」とも述べた。 

 ＊イランはオマーンとの合意はホルムズ海峡全面再開とは別個のものと再確認：イランのアッバス・アラグチ外相は１７

日、ホルムズ海峡の通過ルートに関するオマーンとの協議が「合意」に達したと述べた。   

・バガエイ報道官は、オマーンとの交渉は非常にゆっくりと進行したが、「我々は地図と共同声明をセットにした一

括パッケージの形で合意する計画で協議を始め、その方針は今も変わっていない」と言った。    

・アラグチ外相は、オマーンとの交渉は、従来の航路がもはや使用できないので、通過船舶のために新たな航行ルー

トを策定することに集中したと述べた。ホルムズ海峡が実際に再開されるかどうかの問題は、「米国がイスラマバー

ド覚書の条件を遵守するかどうかにかかっている」と述べた。 

 ＊イラン、カタールがイランの飛行士を捕虜にしていると非難：イランは自国の３人の軍機パイロットをほぼ６カ月間戦

争捕虜として身柄拘束していると正式に抗議し、１５日に赤十字に介入するように求めた。   

・赤十字国際委員会のミルヤナ・スポリャリッチ・エッガー総裁宛ての書簡の中で、イランの行方不明者捜索委員会

の委員長モハンマド・バゲルザデ准将は、拘束されているパイロットたちは３月２日、「敵の米軍事基地を偵察する

任務中にカタール上空で撃墜されたと述べた。   

・バゲルザデは、カタールは家族のパイロットとの面会も拒否したと述べ、赤十字に面会し、彼らの解放を獲得する

ようにと求めた。   

・カタールはバゲルザデの非難を否定し、外務省報道官がパイロットはカタール領空に侵犯し、無線の警告を無視し

たので、やむなく撃墜したと述べた。カタールは救援部隊が一人のパイロットの遺体を回収し、７月にイランへ送還

し、残りの２人に対する捜索を視察することを４月にイランに申し出たが、イランからの返事がなかったと説明し

た。 
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 ＊クルディスタン地域の首相の事務所と情報機関トップの自宅に対しドローン攻撃：アシャルク・アル・アウサト紙に

よると、１７日、爆発物を搭載した２機の無人機が、クルディスタン地域のマスルール・バルザーニ首相の事務所と、情報

機関トップも自宅を標的に攻撃した。クルディスタン地域の対テロ対策局が、「イラン製ドローン」を使った攻撃だと断定

したとバルザーニ首相が述べ、この事態を「危険なエスカレーションで、地域の安全と安定への直接的な脅威だ」と非難し

た。 

 

イエメン 

 ＊アンサール・アッラー、モカとマアリブを攻撃したと発表：アンサール・アッラー系サバ通信によると、アンサー

ル・アッラーは１６日、弾道ミサイルとドローンで、紅海沿岸の港湾都市モカと石油資源が豊富なマアリブ県に展開するサ

ウジアラビアが支援する武装部隊を攻撃したと発表した． 

・１６日モカの活動が停止した。モカ港の責任者は、攻撃のために７人が死亡し、推定１６００万ドルの物的被害が

出たと言った。   

・アンサール・アッラーの報道官は１７日、モカ沖の紅海で「サウジアラビアの軍艦１隻と護衛艦４隻」にミサイル

攻撃を行ったと主張した。  

 ＊サウジアラビアの支援を受けているイエメン政府は、過去２４時間で１８１回の軍事行動を行ったと発表：イエメン

軍の報道官マジェド・アンヌザイリ大佐によると、サウジアラビアの支援を受けたイエメン政府軍は、１５日から１６日に

かけてアンサール・アッラー（フーシ派）に対し、ドローン、砲撃、ロケットランチャーを使って１８１回の軍事行動を行

った。   

・アンヌザイリは、この攻撃によってアンサール・アッラーの戦闘員を数十人死傷させ、紅海沿岸からサアダやマリ

ブ地域へと続く前線で、アンサール・アッラーの装備や武器庫を破壊したと主張した。 

 

パレスチナ 

 ＊ガザの死傷者：ガザのパレスチナ保健省によると、過去４８時間でガザ回廊各地へのイスラエル軍の攻撃で、パレス

チナ人が２人死亡、１８人が負傷した。瓦礫の下から３人の遺体が回収された。  

・２０２３年１０月７日以降の死者総数は７３，３９９人となり。負傷者数は１７４，３１０人となった。また、い

わゆる「停戦」初日の１０月１１日以降のイスラエルの停戦違反の攻撃で、少なくとも１２６５人のパレスチナ人が

死亡し、４１９８人が負傷した。瓦礫の下から回収された遺体は８１３体である。 

 ＊イスラエルのガザ攻撃は継続：  

・１５日夕、ヌセイラト難民キャンプで、イスラエル軍は歩いていたパレスチナ人男性を射殺し、他に４人を負傷さ

せた。   

・１５日、イスラエル軍はハーン・ユーニスの人口密集地を砲撃、負傷者や避難民を作り出した。またイスラエル軍

はブレイジ難民キャンプとジャバリア難民キャンプに向けて発砲し、ガザ市のアッザイトゥーン地区を砲撃し、アッ

トゥファーフ地区やラファでは住宅や集合住宅の解体を行った。   

・１６日には、ハーン・ユーニスの避難民テント村への空爆でパレスチナ人５人が負傷し、さらにヌセイラトの集合

住宅への攻撃で数人が負傷した。 

 ＊イスラエルは占領地西岸地区を攻撃：  

・ヘブロンでは、パレスチナ看護・助産師協会によると、１４日夕、入植者がサイールの町を襲撃したとき、ドゥー

ラ公立病院の集中治療室の看護師モハンメド・アル・ムタワル（２７歳）が背中を撃たれた。銃弾で脊椎が切断さ

れ、永続的麻痺状態となった。パレスチナ赤三日月社は、他に若い女性も東部と背中を撃たれたと発表した。 

・赤三日月社によると、１６日早朝、イスラエル軍の警護を受けて入植者がヘブロン市アッラス地区を襲撃、パレス

チナ人２人を銃撃し、８人を殴打した。６０歳の男性が背中と手を撃たれ、もう一人の４６歳に男性は銃撃された後

イスラエル軍に拘束された。殴打された人々の中には６６歳の女性もいた。 
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・クネセト議員のオフェル・カシフが１６日に語ったところによると、マサフェル・ヤッタ村で入植者らが民家に突

入し、家族を包囲し、庭を荒らし、その家のバルコニーで宴会を開いた。  

・ジェニンでは、１７日、ファックアで畑で食用ウチワサボテンを摘み取っていた２人のパレスチナ人を、近くの入

植前哨基地の入植者が拘束し、次いでイスラエル軍が逮捕した。  

・カルキリアでは、アッズーンの町の住民が、自分たちの町の北の出入り口が閉鎖され続けていることに抗議した。

この出入口は２０２３年１０月７日から封鎖され、住民の移動を制限、地元経済に悪影響を及ぼしている。   

・ナブルスでは、１７日、軍の支援のもとで入植者らが、クスラのパレスチナ人３家族の住宅を占拠しようと９日間

連続して包囲してきた。また、イスラエル軍もクスラへの道路を封鎖し、２家族を強制退去させ、１６軒の家を軍の

駐屯地にした。ベイト・ダジャン村では、１７日、イスラエル軍が住宅１棟と農業施設２棟を取り壊し、井戸を埋め

立てた。    

・ベツレヘムでは、１７日のWAFA 通信によると、ベツレヘムの南にある町ジャンナータで、約１０人の入植者が

パレスチナ人医師マジェド・ドワヤットを石やこん棒で襲い、彼の車の窓を割り、彼の手を骨折させた。 

 ＊クシュナー、カイロでハマス指導部と会談：アクシオスによると、トランプの娘婿で「平和評議会」（Board of 

Peace）のメンバーのジャレッド・クシュナーが１６日、エジプトでハマスの指導者らと会談し、武装放棄とガザ回廊統治

権放棄を強く求めた。 

・ロイター通信によると、クシュナーとの会談に参加したのは、ハマスの政治部門トップで交渉団代表のハリル・ア

ル・ハヤと数人のハマス幹部、トランプの平和評議会代表のニコライ・ムラデノフ、エジプト、カタール、トルコの

仲介者である。アクシオスは、トニー・ブレアも同席していたと報じている。   

・事情に詳しい筋がアクシオスに語ったところによると、この会合では、ハマスの武器と軍事インフラの破棄、ガザ

統治権のパレスチナ・テクノクラート行政体への移譲、国際部隊展開の容認に向けた「具体的で検証可能な措置」が

求められた。これらはハマスがすでに合意し、繰り返し再確認された事項である1 

・この会談の前に、ハマスのアル・ハヤはエジプト情報機関のハッサン・ラシャド長官と会談し、イスラエルが合

意事項を実行する約束を果たすと発表すれば、ハマスは合意事項を「直ちに」履行する用意があると強調した。   

・クシュナーとムラデノフは１７日にネタニヤフ首相と会談した。 

 ＊地域諸国、ガザ和平ロードマップを拒否したイスラエルを非難：イスラム教徒が多数を占める地域の８カ国は１６日、

ロードマップを拒否したイスラエルを非難し、「ガザを平和にする取り組みを妨げているのは、今やイスラエルである」と

非難する共同声明を発表した。声明に署名したのは、サウジアラビア、トルコ、アラブ首長国連邦、エジプト、ヨルダン、

カタール、インドネシア、パキスタンである。声明は、和平に関係する米国や機関に対し、いかなる国や団体が和平計画実

施を妨害させないように、即時の具体的措置を講じるように求めている。 

 ＊イスラエルのリッドで、７０世帯以上のイスラエル内パレスチナ人家族が立ち退きの脅威にさらされている：WAFA

通信によると、イスラエルはリッドに住むパレスチナ人イスラエル国民７０世帯以上に立ち退きを命じた。当局は、「国有

地の接収」という名目で立ち退き命令を出した。 

 ＊パレスチナ赤三日月社、７４人の患者らをガザから医療搬送：WAFA 通信によると、パレスチナ赤三日月社は世界保

健機関（WHO)の支援で、１６日、ラファ・クロッシング経由でガザから７４人（患者３８人、介護付き添い３６人）を

医療搬送した。   

・今年初めにラファ国境通路を再開したとき、イスラエルは１日につき５０人のパレスチナ人患者に、それぞれ最大

２人付き添いで、医療搬送を許可すると約束していた。「停戦」開始以降、予定されていた２万８，６００人のうち

１万１，１８６人がラファ・クロッシングを通過しただけで、約束実施率は３９・１％である。   

・現在ガザでは受けられない治療を外国で受けることを必要としている患者は、数千人の子どもやがん患者を含む２

万人近くいる。 

 

1 イスラエルが停戦を履行し、軍をガザから撤退させ、支援物資の搬入の妨害を完全にやめるという、当然の条件をつけて。 
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 ＊パレスチナ人救急救命士、２か月間以上拘留の後、解放された：医療従事者監視団体 HWW の報告によると、パレス

チナ赤三日月社の救急救命士ワシーム・アル・ムガリ（３３歳）は、６８日間の強制的行方不明状態（拘束）の後、１６日

に解放された。 

・HWW は、イスラエルが援助するパレスチナ人無法武装集団が６月９日に、サラ・アディーン通りでアル・ムガ

リの赤三日月社の標識のある救急車を止め、彼と救急隊員６人を現場で尋問した後、アル・ムガリをイスラエル軍に

引き渡した。 

 ＊イスラエルのダモン刑務所で少なくとも１０人のパレスチナ人女性囚人が疥癬に感染：パレスチナ囚人協会が１７日に

発表したところによると、この疥癬感染は、酷い過密状態、換気不良、清掃用品や衣服の欠乏の中で発生している。ダモン

刑務所には現在９０人以上の女性が収監されており、その中には妊婦、未成年、病人が含まれている。パレスチナ囚人協会

は、２０２４年５月以降刑務所内で疥癬の感染拡大が続いているにもかかわらず、刑務所当局は感染の原因となっている状

況への対策も治療も怠っていると指摘している。協会は、感染拡大と治療拒否は刑務所のパレスチナ人に対する「拷問や組

織的医療放棄」という政策の一環であると述べている。 

 ＊イスラエル高裁、拘留中のパレスチナ人ジャーナリストの件を審理：ハアレツ紙によると、イスラエル高裁は１６

日、パレスチナ人ジャーナリストのモハンマド・アラブの件を審理する法廷を開いた。   

・アラブは、２０２４年３月１４日に、アル・アラビーTV の特派員として、ガザ市のアッシファ病院の敷地内で取

材活動をしているときに、イスラエル軍に拘束された。   

・彼は、それ以来イスラエルの「不法戦闘員法」に基づいて、正式な起訴や裁判もなく無期限に拘束する「行政拘

留」され、拘留期間は６か月単位で繰り返し延長されてきた。   

・弁護士団の報告では、２９か月の長きにわたる拘留中にアラブの健康が著しく悪化した。彼は前に、刑務所の環境

改善を求めてハンガーストライキを行なったことがある。   

・裁判所は、６か月単位の拘留延長の繰り返しをやめることを求めた弁護団の申し立てを審理したことがあったが、

審理は裁定を下さないで終了し、アラブはネゲブ砂漠にあるケツィオット刑務所で引き続き拘留された。 

 

レバノン  

 ＊「停戦」下、イスラエルのレバノン攻撃で１１人死亡：レバノン保健省によると、１５日に南レバノンのアンサール

とデイル・アッザフラニへのイスラエル軍の攻撃で、１１人が死亡し、１９人が負傷した。これは６月の「停戦」以来、一

日の死者数としては最多である。  

・アンサールへの攻撃では、母親と４人の子どもを含む７人を殺害、デイル・アッザフラニでは４人を殺害し、１７

人を負傷させた。   

・イスラエルはこの攻撃を、イスラエルが「安全地帯」と呼ぶ区域内のアリ・アッタヘル高地のイスラエル軍をヒズ

ボラが攻撃したことに対する報復として「ヒズボラのインフラ」を標的にしたものと主張した。イスラエル軍が１６

日に発表したところによると、前日の１５日にヒズボラのドローンがアリ・アッタヘル近郊のイスラエル戦闘工兵部

隊を攻撃し、イスラエル兵３人が負傷した。 

・また、１５日、イスラエル軍は前に破壊したメイス・アル・ジャベルの町に残っていた最後の住宅を破壊し、ハレ

ト・ハリス・ハダサ近郊で土塁の建設を始め、メイス・アル・ジャバルとワディ・スルーキを結ぶ道路に部隊を展開

し、タイベ、クファル・ティブニット、ザウタル・アッシャルキーヤ、マンスリーを砲撃した。 

 ＊レバノン政府指導者は１５日のイスラエル軍の攻撃を非難、ヒズボラは報復を誓う：レバノン政府の指導者らは１５

日の南レバノンにおけるイスラエルのエスカレーションを非難した。ヒズボラはこれらの攻撃に対して「適切な」対応をす

ると表明した。  

・ジョセフ・アウン大統領はこの攻撃を、「交渉プロセスと合意履行に向けた米国の努力に対するイスラエルの明白

なメッセージである」と述べた。   

・ナワワ・サラム首相は、イスラエル軍の民間人殺害を非難し、サンサールで死亡した女性や子どもたちは「ヒズボ

ラの軍事インフラ」ではないと指摘した。   
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・ヒズボラは１５日の声明で、イスラエルの停戦違反の継続や「既成事実化作戦」に対して「適切な対応」をすると

警告した。ヒズボラは、米国主導の「屈辱的なイスラエルとの直接交渉」をやめるようにレバノン政府に要求した。

この交渉によって、レバノン政府はレバノン国への攻撃の「共犯者」になると主張した。ヒズボラはイスラエルとの

直接交渉を拒否しており、停戦合意の当事者ではない。 

 ＊アウン大統領、イスラエルはUNIFIL（国連レバノン暫定駐留軍）の駐留を終わらせようとしていると指摘：南レバノ

ンに展開する国連レバノン暫定駐留軍はは１７日、この２週間でイスラエル軍の活動が著しく増加したと発表した。８月５

日からの１６日間に確認されたイスラエル軍が発射した飛翔体は１日平均１３７発で、１５日には２０８発、１６日には１

８５発であった。   

・この数字が発表された後、レバノンのジョセフ・アウン大統領は UNIFIL の任期期間の延長を改めて要求した。

彼は「イスラエルは UNIFIL 駐留を拒否し、この１年その方向へ言動を強めているが、我々は駐留継続を求める」

と言った。彼は、レバノンの選択肢の第１は UNIFIL の任期延長であり、第２の選択肢はレバノン軍と並んで国際

部隊が配置されることであると付言した。 

 

米国のニュース 

 ＊DNC（民主党全国委員会）、ICE（移民税関捜査局）廃止を支持する決議を採択：民主党全国委員会は１５日、オース

チンで開催した夏季大会で、ICE の廃止と移民収容システムの縮小または閉鎖を議会に求める法的拘束力のない決議を採択

した。同時に、ICE の改革を求める提案もより多数の支持で承認された。   

・オースチンで可決された決議案は、ICE 廃止に向けた連邦法の制定、ICE の業務とその収容施設の閉鎖、国土安

全保障省（DHS）への予算を ICE の業務縮小を条件として配分すること、民間刑務所との契約の打ち切り、及び一

部の限定的状況を除いて収容移民の釈放を求めるものである。 

・１５日の採択に対して、DNC のケン・マーティン委員長は、党の公式方針を決めるのは４年に一度の全国大会で

あると言ったが、現在の政府の移民に対する法執行に反対する点では民主党は一致していると述べた。  

 ＊トランプ，米・韓合同軍事演習の大幅縮小を指示：トランプ大統領は１６日、ピート・ヘグセス国防長官に、韓国との

合同軍事演習への米軍の参加を「大幅に縮小」するように指示したと述べた。彼は自分の SNS への投稿で、北朝鮮の金正

恩総書記との「非常に良好な関係」にあると称賛し、他方で韓国が米国のイラン「非核化」に向けた取り組みに協力してい

ないと不満を表明した。   

・この発表は、国防総省のある高官によれば、ペンタゴンにとって不意打ちで、米国と韓国の１１日間の合同演習

「ウルチ・フリーダム・シールド」が１７日に開始された途端のことであった。 

 ＊ブランシュ司法長官、訴追で司法省がトランプ大統領の思惑から独立していることを確約しなかった：トッド・ブラン

シュ司法長官は１６日、司法省はホワイトハウスから「常に独立して行動する」ことを確約するのを拒否した。   

・ブランシュ長官は、トランプ大統領が彼に特定の人物を訴追するように指示しているという言説を「極めて誤った

言説」と呼んだ。しかし、実際にはトランプは訴追せよとする人物の名を繰り返し挙げている。その中にはジェーム

ズ元ＦＢＩ長官やニューヨーク州のレティシア・ジェームズ司法長官がいて、司法省はこの２人を訴追している。   

・ブランシュはフォックス・ニュースのインタビューで、法的見解の相違がある場合、トランプ大統領は「私がノー

と言うのを期待するだろう」と言い、「大統領は意見の対立を好む」と述べた。 

 ＊連邦最高裁、トランプの E.ジーン・キャロル事件に関する判決を取り消せという申し立てを再び棄却：AP 通信によれ

ば、最高裁は、１９９０年代にトランプが作家 E.ジーン・キャロルを性的虐待し、その後彼女を中傷したことで、５００

万ドルの賠償を命じた陪審評決の破棄を求めるトランプ弁護団の２度目の申し立てを棄却した。  

・トランプは、６月に最高裁が彼の上訴を受理しなかったので、５００万ドルの賠償金を払った。 

・トランプと司法省は、トランプが大統領一期目の２０１９年に彼女について行った発言発言が名誉棄損に当たると

陪審が認定し、トランプに８３００万ドルの損害賠償を命じた件に関し、大統領免責特権によって訴訟を免れると主

張して、賠償判決を棄却するように最高裁に求めている。この件の最高裁判断はまだ下されていない。 
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その他の国際ニュース 

 ＊ＵＡＥ（アラブ首長国連邦）が対スーダン傭兵を訓練：１５日のフィナンシャル・タイムズ紙の調査記事によると、コ

ロンビア人傭兵７人がフィナンシャル・タイムズ紙に対し、ＵＡＥに拠点があるＧＳＳＧ2がスーダンの反政府武装組織の

即応支援部隊を支援するために約２０００人の傭兵を募集し、訓練し、派遣したと証言した。  

・「最も多くの資金と戦闘資源を投入したのはアラブ首長国連邦だ」と、元司令官が言った。 

・アブダビを含む UAE の基地でドローンと対空兵器の訓練を受けて専門兵士となった傭兵が、UAE が支援するソ

マリアとリビアの拠点を経由してスーダンへと移動した。 

・ある傭兵大隊は、エル・ファシェル包囲・制圧作戦で即応支援部隊（RSF)と共に戦った。イェール大学の推計で

は、エル・ファシェル市陥落後数週間で６万人以上の民間人が殺害された。エル・ファシェルが陥落したとき、傭兵

らは GSSG からボーナスをもらったと証言している。 

 ＊スーダンの青ナイル州で戦闘激化、RSF が進軍する中、数千人が避難：スーダン軍と民兵組織即応支援部隊（RSF)の

衝突で、青ナイル州南東部の地域で数千人の住民が避難民となった。市民社会の監視団体の報告によれば、RSF と連携す

る反政府政治勢力のタシス連合がエチオピア国境近くの戦略的に重要な町ゲイサンを制圧した後、民間人が小型ボートでナ

イル川を渡って避難した。   

・青ナイル市民社会イニシアティブは、異常気象時（豪雨）にこの地域で軍事行動を行えば民間人に直接的な脅威に

なると警告し、即時停戦と孤立した住民のために安全な人道回廊の設定を求めた。   

・RSF とその同盟勢力のスーダン人民解放運動北部（SPLM－N)は８月にゲイサンと国境の町クルムクの両方へ進

軍した。 

 ＊ロシア、反戦発言をした野党党首に懲役１１年の判決：ロシアの裁判所は、自由主義政党ヤブロコの副党首レフ・シュ

ロスベルグに、ウクライナ侵攻を批判する発言を理由に、軍の信用を「失墜」させ、「ウクライナ戦争に関する虚偽情報を

拡散したという罪で、」１１年の刑を言い渡した。   

・シュロスベルグは最終弁論で、即時停戦を要求し、この戦争はロシアにとって惨事だと非難し、「いつの日か、国

民みんながこの戦争で死亡したリストを見て震えあがるだろう」と言った。   

・この判決は、ロシア最高裁が、戦争終結を訴える唯一の登録政党であるヤブロコ党を、来月に予定されている議会

選挙への参加を禁止した判決を下した１週間後に下された。 

 ＊台湾、中国の圧力の高まりの中、過去最高額の国防費：台湾の頼清徳総統は２０２７年度の国防予算が３１４億ドル

相当にまで増加し、GDP の３％を初めて超えると発表した。これは、中国からの圧力に対応して軍事力近代化を促進させ

るためである。 

・頼清徳はこの支出を「平和への投資」と呼び、台湾の潜水艦の開発を促進し、中国による海上封鎖などのシナリオ

に対応している。   

・この国防費増加は、米国が台湾に国防費増加を求める圧力を反映している。 

 ＊ソマリア軍、反政府勢力からバイドアの町を奪還したと主張：ソマリア連邦軍は、激しい戦闘の末、バイドアから反

政府勢力を追い出したと発表した。連邦当局は、南西部州の前大統領ラフタガリーンの部隊が車両に爆発物を搭載して攻撃

するのを撃退し、約３０人の戦闘員を殺害したと発表した。ラフタガリーンの事務所はＳＮＳで、バイドア市の中心部は依

然としてラフタガリーン勢力が掌握していると発表している。   

・バイドア市は、南西部州の前大統領アブディアジズ・ハッサン・モハメド・ラフタガリーンが憲法上の紛争でモガ

ディシュ政府と決別し、彼に忠誠を誓う勢力を３月に連邦軍が制圧して以来、紛争の火種となっている。 

 ＊インドはパキスタンが支援する民兵の企みを挫いたと主張：インド治安当局は、アミット・シャー内務相がパキスタ

ンの諜報機関の支援を受けている武装ネットワークだと主張する組織のメンバー２００人以上を、１４州にまたがる連携作

戦で、逮捕した。 

 

2 ＵＡＥで武装警備ライセンスを取得した民間警備企業。Global Security Services Group。 
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・シャー内務相は、この取り締まりは「シャーザード・バッティ・ネットワーク」と呼ばれる組織を標的にし、彼ら

が計画していた「破壊工作」を阻止したと述べた。治安当局は、パキスタンの兵器工場製の刻印がある拳銃、弾薬、

手榴弾を押収したと主張している。 

 ＊シリア人囚人、政府拘留中に死亡したが、拷問疑惑がある：地方のラタキア在住で元シリア民間防衛団員のモハメ

ド・ガミラは、金融犯罪容疑で拘束され、政府拘留中に死亡したが、シリア人権監視団は、彼の死が拷問によるものという

疑惑があると言っている。 

・ガミラは拘留中に数日間にわたって激しく出血し、脳出血を起こしていたことが、釈放後に分かり、近隣の病院の

集中治療室で死亡した。   

・シリア内務省は、ガミラの死の経緯について調査すると発表した。 

 ＊英国首相、トランプ側近に成りすました人物とメッセージのやり取り：４人の高官がポリティコに語ったところによ

ると、英国のアンディ・バーナム首相はホワイトハウスのスージー・ワイルズ首席補佐官になりすました人物からのメッセ

ージに応じていたが、後に不審な接触だという疑惑が生じた。これについて、ワシントンの英国大使館がホワイトハウスに

懸念を通知した。   

・このメッセージのやり取りの報告を受けたある人物は、バーナムが首相官邸に入った後に「数通のメッセージ」が

送られていたが、それらは「重要な内容ではなかった」と言った。   

・ホワイトハウスの高官は、この件は「首席補佐官の端末がハッキングされた訳ではない」と言った。しかし、英国

側の高官らは、ワイルズ補佐官の電話がまたもや盗聴されたのではないかと懸念している。昨年にも同様のハッキン

グ事件があり、ワイルズを名乗る人物が上院議員や知事や企業幹部に接触した事件があったからである。 

 

 

 

 

 

 


